
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

     

  

 

コロナ禍で、子どもたちがゲームやスマートフォンに接する時間が増えたという実態を受けて、

昨年度、美濃市連合PTA（美濃市連P）では、「家庭でのゲーム機、スマートフォン、携帯電話な

どの使い方の約束（ルール）づくり」に市全体で取り組まれました。 

（この取組については昨年度の「かてきょーNo.88」に掲載しています。）   

今回は、それを引き継いだ今年度の取組を紹介します。 

 

   

（ゲームやスマホを巡る問題が美濃市でも起きているという実態を受けて） 

ゲームやスマホ＝「悪」とは考えていない。どのように利用するか、 

どのように付き合うかを、子どもと親が一緒になって話し合うことを 

通して、子ども自身が主体的に考え、判断していくことを大切にしたい。 

（令和２年度美濃市連 P会長） 

 

コロナ禍において、学校生活や家庭生活等、様々に変化している中で、 

ゲームやスマホに関わる問題もその一つだと思う。 

子どもが親と共に学んで、共に成長していくことが変化に対応することに 

つながると考える。親と子、親同士のコミュニケーションを大切にすることを 

基盤にして、令和２年度の活動の歩みと成果を引き継いでいきたい。                       

（令和３年度美濃市連 P会長） 

 

【令和２年度】 

・ゲームやスマホについての子どもたちの実態に危機感をもった美濃市連 Pでは、各学校に単位 PTAの 

会長が出向いて子どもたちにオンラインゲームやスマホの使い方の現状について話し、自分たちはどうし 

たらよいのかを考えるよう呼びかけられた。 

・PTA会長の話を受け、各校で児童生徒が話し合いを行い、出された意見を美濃市連 Pに届けた。 

・届けられた子どもたちの声をもとに、親子で問題を共有し子どもの主体性を生かすために、「家庭で話し 

合い、自らのルールづくりをする」ことを応援するためのチラシを市内小中学生に配付した。 
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市全体で取り組む 
「笑がおプロジェクト」！ 

～自分のために我が家でルール～ 

                       

 

【取組への願い】 

 

【取組の概要】 
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【令和３年度】 

・前年度の取組をきっかけにして、家庭や親子で変わったことや動き出したことなど生の声を拾い 

 上げ、それを集めて広げたいという思いから、今年度版の「笑がおプロジェクト」のリーフレッ 

 トを作成して配付し、「『笑がおプロジェクト』がきっかけに！我が家の事例」を募集した。 

・現在、「我が家の事例」が集まりつつある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タブレットやゲームの利用時間を減らしたことによって、子どもが一人で長い時間タブレットを見

る時間が減り、兄弟で遊ぶ時間が増えました。 

ゲームについての問題にはどのようなことがあるかということを親子で知るきっかけとなり、我が

家では今の所ゲームの問題点はないが、今後気をつけていこうね、と話し合うことができました。 

画面の向こう側には自分と同じ人間がおり、自分が不快に感じる言葉や表現は、同じように不快に

感じる事をよく理解してほしいです。ゲームなどをやる場合やYouTube など楽しいので長時間閲

覧しがちですが、我が家ではきちんと時間を守るようにしていきたいと思います。 

 

 取り組まれた保護者からは、ゲームやスマホ、タブレットを使う 

時間が減っただけでなく、「空いた時間で体を動かしたり親子が 

触れ合ったりするようになった」という声も聞かれます。 

 美濃市連Pでは、今後、集まった「我が家の事例」をまとめ、 

来年度につなげていく予定だそうです。 

【「我が家の事例」より（一部抜粋）】 

 

昨年の冬休み後に行ったゲー
ムやスマホ（タブレット）に
ついてのアンケート結果 

『笑がおプロジェクト』がきっかけに！ 
～みなさんの声を みなさんの実践を 
 集めて広げたい～ 



 

 

 

 

美濃市内の小中学校の中には、「笑がおプロジェクト」が実施される前から毎年継続的にメディ

アコントロールに取り組んでおられる学校がありますが、藍見小学校もそのひとつです。 

藍見小学校では、今年度も、夏休みに引き続いて冬休みにも「ノーテレビ・ノーゲームデイ」に

取り組まれました。その様子を紹介します。 

 

  

 「話そう！語ろう！わが家の約束」運動の一環として『ノーテレビ・ノーゲーム』チャレンジ

を位置づけ、家庭内のコミュニケーションを深める機会にしたい。 

  

 

・冬休み中に、各家庭でチャレンジができそうな日とコースを選び、チャレンジする。  

 ☆チャレンジコースの種類 

    ・しっかりチャレンジ：家族で相談してチャレンジ内容を決める。 

    ・夜だけチャレンジ ：夜 8 時を過ぎたらテレビを見ない、ゲームをしない。 

    ・自分でチャレンジ ：テレビ・ゲームは、それぞれ１日（ ）分間までにする。 

               （子どもに時間を決めさせる。） 

    ・おてがるチャレンジ：食事中はテレビを見ない、ゲームをしない。 

・チャレンジした内容を「チャレンジ記録表」に記録し、始業式に担任に提出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

「ノーテレビ・ノーゲーム」にチャレンジ！ 

【主催者の願い】 

 

【取組方法】 

 

＜保護者への案内＞ 

県が推進している「話

そう！語ろう！わが家

の約束」の説明と、藍

見小PTAとしての願

いが明記されている。 具体的な取り組み方が

わかりやすく記述され

ている。 

実態に合わせていく

つかのコースを用

意。また、約束を家

族で相談したり子ど

もに決めさせたりす

るなど、家庭内のコ

ミュニケーションを

大切に考えられてい

る。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・よる８じ以降はテレビを見ない、ゲームをしないができたのでよかったです。こんどからも守りたい

です。（１年生）  

   → 我が家ではゲームの時間制限をしています。制限がきたらしっかり止めていました。これか

らも続けていこう！！ 

・「しっかりチャレンジ」とか「おてがるチャレンジ」とか「夜だけチャレンジ」をやってみたらぜんぶ

できたので、それをつづけてゲームとかやらないようにしたいです。（２年生） 

   → クリスマスプレゼントでゲームをもらったのでゲームばかりやってしまうと思いましたが、 

     自分で決めたことはしっかり守ることができたのでよかったです。（家族から） 

・目が悪くなるのがいやなので、チャレンジをがんばりました。（３年生） 

   → 1 日中ゲームをしない！というのはこの時代なかなかむずかしい事だな、と・・・。がんば 

りましたネ。 

・ノーテレビ、ノーゲームにチャレンジして、テレビやゲームをする時間をへらせたし、テレビやゲー

ムをしていない間、ピアノやお手伝いなどがたくさんできました。（４年生） 

   → 冬休みは本当にたくさんお手伝いをしてくれました！！いつもおうちの仕事を助けてくれ 

てありがとうね。ゲームもたくさんやらずにえらかったよ。 

・少しでも家族とすごす時間も大切にしたいと思ったし、ゲームやテレビをあまりやらないようにした 

いです。（５年生） 

  → テレビやゲームは楽しいけれど、家族みんなで会話したり大そうじをしたり、そういう時間 

はとても大事なので、これからもその事を考えながら過ごせたらなと思いました。 

・いつもは気にせずテレビやゲームをやっているけど、計画を立てることによっていろいろなチャレン 

ジに取り組むことができました。冬休みが終わっても少し気にしてテレビやゲームをしたいと思いま 

す。（６年生） 

  → 普段何気なくTVをつけていることが多いので、チャレンジに取り組むことで、少しTVや 

ゲームの時間など気にかけることができました。これからも「お手軽チャレンジ」だけ続け 

たいと思います。（食事中家族の会話が増えたのでよかった。） 

 

  

 チャレンジ記録表には、家庭での温かい様子が伝わってくるようなメッセージが 

たくさん書かれていました。約束づくりにおいて、家族で考えたり自分で決めたり 

する場面が位置づけられているのも素敵ですね。 

ぜひ参考にしていただきたい取組です。 

＜チャレンジ記録表＞ 
ノーテレビ、ノーゲームに

チャレンジするだけでな

く、テレビを見なかったり

ゲームをしなかったりした

時間をどう過ごしたかにつ

いて記入するようになって

いる。 

＜チャレンジ記録表より （チャレンジした感想 → 家族からのメッセージ）＞ 

取材を終えて・・・ 



 

 

 

 

 

 

 

 年が明け、閉級式や引継ぎの季節に入ってきました。一年間の最後に、「学びの価値づけ」を 

意識してみませんか？ 

 ① 家庭教育学級の意義・目的の再確認 

私たちは子育てをしながら親になっていくという未熟な存在です。 

だからこそ、子どもの育ちや子育てについて学び続ける必要があるのです。 

互いの悩みを分かち合ったり、他の人の考えや方法を知ったりしながら、 

心を軽くしたり、明日からの子育てのエネルギーを得て、学んだりすることが

大切です。その場として、「家庭教育学級」を一年間開催して 

きました。 

 ② １年間の実践（学び）の紹介 

 今年度実施した全ての講座を紹介しましょう。 

実施日・内容・講師・参加者の感想など、「行ってよかった」「行

けばよかった」と思ってもらえるような伝え方ができると 

いいですね。 

 
③ 参加や協力のお礼 

      多くの方々の協力によって１年間の家庭教育学級 

を終了することができます。役員さんへのお礼はもとより、 

その他の方々に感謝の気持ちを伝えましょう。都合をつけて参加 

してくださったこと、アイディアの提供や参加への声掛けなど、 

いろいろお世話になっているのではないでしょうか。 

 

④ 役員の感想 

１年前を思い返してみましょう。学級長に決まったとき、どんな 

お気持ちでしたか？ 「がんばるぞ！」「できるかしら」「何をすればいいの？」 

など、様々な思いがあったことでしょう。そして今、どんなお気持ちですか？ 

自分なりによくがんばったこと、役員をやってよかったこと、勉強になったこと、 

先生とたくさんお話できたことなど、たくさんの成果が得られたことと 

思います。学級長さんだけでなく、役員さんたちの感想もぜひ 

伝えてください。 

 コロナ禍で、対面での閉級式ができないところも多いと思います。そうした場合も、お便りな

どで今年度のまとめを行い、しめくくりのメッセージを送れるといいですね。 

☆閉級式、こんな流れでしめくくりのメッセージを・・・ 


